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＜連絡事項＞
・特にありません。
＜患者様連絡事項＞
・小豆畑　裕介様～医事スタッフ来棟。生活保護費24110円届く。
　 入院費12月、1月分→19200円。
   朱夏代金12月、1月分→12208円。
   本人財布残金12082円
   全て支払い、財布残金4784円。
   神奈川県への旅費を貯める必要もあり、今後も
   不必要な私物発注は出来ない事、金銭に余裕ない方は
   そもそも嗜好品を購入していない事を本人へ説明して
   いるが、表面的な返答である。　
・神田　直樹様～服薬時に、女性スタッフへ特定厨房スタッフの名前を
　　　　　　   挙げ、「皿を洗うのがうるさい」と不満を話す。 他者

              からはそのような苦情が出ていない事を指摘。「みんな

              我慢しているだけです」「1人の為にみんな我慢すれば
              いいんですか？」と。そういった事を投函すればいいの

　　　　　　　 ではないか伝えると、「そうですか」と投げやりな口調と

              なっている。最近、他者への不平不満、短絡的な行動

              目立つ。

・佐藤　英之様～昨日、スタッフへは相談せず自分から直接姉へ電話し、

　　　　　　　「ヒビケア」軟膏の持ち込みあり。スタッフから主治医

　　　　　　　 から使用許可確認後に渡すと説明を受けたがまだ受け

              取っていない。職員の怠慢ではないかと話してくる。
　　　　　　　　市販薬でも主治医確認が必要なルールであり、持ち込み

　　　　　　　 前にスタッフへ相談してくれればよかった事、主治医の

              勤務状況によっては緊急時以外即時に対応困難な時もあり

              自分の思い込みに合わせて周囲が行動するわけではない事

              を伝える。「西ではこの軟膏使っていいといってたのに。」

              と話し、理解を示す言葉が聞かれなかったため再度かみ砕い

              て説明すると、「わかりました。」と渋々了承。
・出河　攻様～「相談員呼んでけろ。確定申告やってくれるって」と。
　　　　　　　確定申告はPSWではなく、たいよう法律事務所へ依頼する為

　　　　　　　焦らず待つよう説明し了承。
・内田　都影様～姉様来院し、差し入れあり。
　　　　　　　 マスク1箱、洗剤580g 1本、柔軟剤520ml 1本、

              歯ブラシ1本、歯磨き粉1個、テッシュ（5個入り）、

              服薬カレンダー、財布、
              現金3000円（洗濯代金2000円、予備1000円）
              本人からコーヒー、コーラ、スプーンの差し入れ要求

              あったが本人の要求を全て聞き入れる必要はないと。必要

              であれば予備費の1000円から捻出して欲しい。また、

              段ボールに入れる位十分な量は渡していると。
              姉様の都合の良い日として下記日程あげている。
              3/3（金）、3/5（日）、3/12（日）、3/24（金）、3/26（日）、

              3/31（金）転入してきたばかりであるが、「退院出来そう？」

              と、せっかちな様子あり。希望の日程については主治医に

              情報提供する事で納得。
＜要注目患者様＞
・高橋　義明様～ニヤツキあるが、離棟行為、独語なし。日課はスタッフに確認して
　　　　　　　　行えている。
・畑山　昭夫様～スタッフ声掛けで日課の遅れはないが、余暇時は臥床傾向。
・内田　都影様～家族様に嗜好品依頼の架電要求やスタッフへ頓服要求など
　　　　　　　　多弁且つ落ち着きのなさ目立つが、午後、差し入れ届くと
　　　　　　　　落ち着く事出来ている。
＜食事意見＞
・特にありませんでした。
